
『メディア情報リテラシー研究』原稿募集

【提出期限】
　投稿原稿は随時募集する。最新号発刊 1ヵ月前以降に届いた分は、次々号への投稿の扱いとする
ことがある。なお、本ジャーナルは、原則として 10月（第 1号）と4月（第 2号）に発行する。

【投稿区分について】
　研究論文、研究ノート・エッセイ、報告、評論、資料、書評、その他

【原稿作成】
　原稿作成にあたっては下記の「投稿規定」と「執筆要綱」を参照すること。

【提出先】
sakamoto.hosei@gmail.com

【掲載先】
　本ジャーナルは、PDF形式にて法政大学図書館司書課程及びAMILECのサイトに公開されるとと
もに、法政大学機関リポジトリを通し、オープン・アクセス・ジャーナルとしてCiNiiに公開される。

【投稿規定】
　本ジャーナルへの投稿については以下の規定を満たさなければならない。
＜投稿者要件＞

1．メディア情報リテラシー (Media and Information Literacy)研究もしくは実践に携わるもの。
＜原稿要件＞
　2．投稿原稿は、メディア情報リテラシー研究や実践に貢献するものであり、他の刊行物に未発表
の原稿であるとともに、法政大学機関リポジトリに登録することを承認するものとする。
＜投稿区分＞
　3．投稿の区分は、研究論文、研究ノート・エッセイ、報告、資料、書評、その他とし、投稿時に
明記すること。

⑴ 研究論文は、理論的または実証的な独創性のある研究、および独創的または有効性のある
教育実践研究、教材・教具・教育システム等の開発研究とし、論文として完結した体裁を整え
ていること。

⑵ 報告は、教育実践、国内外の動向、施策の状況が記述されたもの。
⑶ 資料は、メディア情報リテラシーに関する情報提供。
⑷ 書評は、メディア情報リテラシーに関する図書の紹介や批評とする。
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⑸ その他、発行者は区分を適宜設けることができる。。
＜採否＞

4．投稿原稿は、原則として、発行者が採否を決定する｡
＜文字数＞

5．投稿原稿は、原則として学術論文およそ 40,000字以内、報告・資料等 20,000 字以内、書
評 4,000字以内とする。

＜執筆上の留意点＞
6．原稿執筆については、学問領域ごとの執筆様式に準じる。
7．著者校正は初校のみとし、再校以降は編集者の責任において行う。なお、著者校正の際に、
大幅な修正は認めない。

8．掲載された原稿をインターネット上に公開する権利は法政大学に属する。
9．投稿された原稿は、原則として返却しない。
10．以上の投稿規程について遵守または同意のない原稿については、掲載手続きには入らない。
11．編集の都合上、発行者および編集者から修正を要望することがある。

【執筆要綱】
　原稿執筆については、以下のとおりとする。

⑴ 表題及び本文の使用言語は、原則として日本語とする。
⑵ すべての投稿原稿には、表題、著者名、所属を、加えて学術論文には本文の要約（日本語）
を 400 字以内でまたは、「英文要旨（300 語 words 内）」で本文の前に追加する。

⑶ 学術論文には 、上記⑵の他に、英文の「タイトル」「名前・所属」「キーワード（英語または
日本語あるいはその両方、1言語あたり５語以内、アルファベット順）」 を作成する。 （学術論
文ではない場合は原則として自由）

⑷ 原稿はすべて A4 判で横書きとする。
⑸ 典拠の書き方は筆者の所属する分野に合わせるものとする。
⑹ 文字数や余白の設定は以下のように設定をすること。
　●本文の書体　MS明朝　10.5ポイント
論文タイトル○○○（MSゴシック・太字・14p）
名前○○○（所属○○○）（MS明朝・太字・12p）
章タイトル○○○（MSゴシック・太字・10.5p　太字：数字は全角）
「章」と「章」、「章」と「節」の間は 1行アケル。
　● 1ページの文字設定を「40字× 36行の1段組」（1枚・1,440字）とし、
論文 28ページ（40,320字）以内
研究ノート・エッセイ・報告・評論・資料等は 12ページ（20,160字）以内
書評 3ページは（4,320字）以内
とすること。
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　● Word等で作成すること。
　●余白の設定は「上 35mm、下左右 30mm」とすること。
　●本文の書体は「MS明朝　10.5ポイント」、「英数字　Time New Roman　10.5ポイント」
とすること。
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